
農業市場情報システム強化⽀援事業
【令和2年度予算概算決定額 ５（－）百万円】

＜対策のポイント＞
ＡＭＩＳ（農業市場情報システム）が果たしてきた役割と成果を評価するとともに、今後の検討課題として世界の⾷料⽣産、需給等に関する懸念材料へ
の対応を検討。
ＡＭＩＳの活動への積極的な参加が期待されている⾮Ｇ20メンバー国の参加を促進するため、⾮Ｇ20メンバー国のニーズの把握や⽀援⽅策の取りまとめ
を実施。
＜政策⽬標＞
ＡＭＩＳの⽬的である世界の⾷料安全保障上の危機対応について、成果と課題が明らかとなり、ＡＭＩＳの機能が改善・強化され、我が国の⾷料安全
保障の向上にも寄与

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．ＡＭＩＳ活動貢献評価調査
○ これまでのＡＭＩＳの活動や成果を⾷料安全保障の観点から評価。
２．⾷料安全保障懸念要因調査
○ ⾷料価格の乱⾼下の要因となり得る事例の収集及び分析。
３．⾷料安全保障に係る危機管理検討
○ 抽出された懸念要因に対して、⾷料価格の乱⾼下、特に輸出国・輸⼊
国への影響度合いの分析及び状況把握のための調査項⽬・調査⽅法の
検討。

４．⾮Ｇ20メンバー国のニーズ把握調査
○ ⾮Ｇ20メンバー国のＡＭＩＳ活動への参加を促すため、⾮Ｇ20メン
バー国のニーズの把握と取りまとめを実施。

＜事業の流れ＞
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穀物等の価格の変動要因

［お問い合わせ先］（１）⼤⾂官房海外投資・協⼒グループ（03-3502-5913）
（２）⼤⾂官房国際機構グループ （03-6744-1501）
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ＡＭＩＳによる対応

① 市場情報の質・分析・⾒通し改善
② 危機の際の対話・対応・政策協調
③ 途上国の能⼒開発

影響緩和・回避

その他
の要因

ＡＭＩＳによる新たな対応

① 新たな要因の調査
② 影響度合いの分析等
③ ⾮Ｇ20メンバー国と連携


